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“有”，それ以下を“無”と視覚的に判断した。また，

二枚貝数については 1 区画内の個体数を計数した。さ

らに，二枚貝の繁殖に欠かせない魚類の生息状況を把

握するため，電気ショッカーを用いて魚類の採捕を行

った。 

 

結果および考察 

生息状況 調査を実施した 12 カ所の水路のうち，

二枚貝の生息が確認されたのはわずか 5 カ所のみで，

マツカサガイは大田原市の KK 水路，ヨコハマシジラ

ガイは大田原市の C 水路，ドブガイ類は大田原市の

BW 水路，益子町の T 水路および V 水路であった（表

1，図 1）。 

二枚貝の生息個体数と殼長 二枚貝の再生産が確

認されている県南東部に位置するミヤコタナゴ生息地

（以下，A 生息地）では，殼長 25 mm 未満の稚貝（0

歳から 1 歳）の生息が確認されている。本調査におい

て二枚貝の生息のあった 5 水路のうち，稚貝はいずれ

の水路でも確認できなかった（図 2）。KK 水路では殼

長 25 mm から 29 mm の幼貝（1 歳から 2 歳）が 6 個体

確認され，近年再生産があったことがうかがえる。ヨ

コハマシジラガイ（C 水路）やドブガイ類（BW，T，

V 水路）では最小サイズが殼長 35 mm から 39 mm の

範囲の個体であり，それ以上の個体も少ないことから，

近年における再生産がうまくいっていないものと考え

られる。 

二枚貝の生息環境の特徴 ドブガイ類の生息水深

はマツカサガイやヨコハマシジラガイに比べて深く，

流速は遅い傾向が見られる（図 3）。とりわけ，BW 水

路と T 水路は 2 面コンクリートの水路であり，止水に

近い環境であった。また，ドブガイ類が生息する BW

水路と V 水路では底質材料の中央値が細粒砂（2）と

細かく，河床の柔度の中央値が 15 cm を越えており柔

らかかった一方，T 水路では底質材料が大礫（4）と粗

く，河床の柔度が 5 cm と固かったことから，ドブガイ

類は幅広い底質環境に生息していることがわかった。

一方，マツカサガイの KK 水路やヨコハマシジラガイ

の C 水路では底質材料が細礫（3）や中礫（4）とやや

粗く，河床が固い傾向が示された。二枚貝の生息点の

うち，陸上および抽水植物が存在した割合は BW 水路

でいずれも 0%であった。一方，その他の水路では陸

生植物が存在した割合が 33.3%から 46.9%，抽水植物

では 37.5%から 52.4%の範囲であった（図 4）。今後，

二枚貝の種類や大きさによる生息環境の特徴を明らか

にするためには，より多くの生息水路で調査を行い，

データ数を増やす必要がある。 

 

図 4 二枚貝の生息区画における植生被覆

の有無の割合 

図 2 5 水路における二枚貝の殼長別個体数 
N は採集された総個体数を示す  

A 生息地の個体数は 2 カ年の合計値 

図 3 二枚貝の生息環境の特徴 
箱の上辺：第 3 四分位数，箱の下辺：第 1 四分位数，上ひげの

先端：第 3 四分位数＋1.5×四分位数範囲より小さい値，下ひ

げの先端：第 1 四分位数－1.5×四分位数範囲）より大きい値，

白抜き点：上下のひげの範囲よりも外れている値を示す  
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魚類の生息状況 ドジョウはいずれの水路でも観

察されたが，とりわけ KK 水路では 84.2%を占めてい

た（表 2）。ドジョウはマツカサガイの宿主として十分

に役立つことが知られており，
2）KK 水路におけるマ

ツカサガイの再生産に大きく貢献しているものと考え

られた。ヨコハマシジラガイの生息する C 水路では宿

主適合性が高い（寄生した二枚貝の幼生数に対して稚

貝になる割合が高い）ヨシノボリ類やホトケドジョウ

の生息が確認され，
2）

ドブガイ類の 3 水路全てでもヨ

シノボリ類が確認された。しかし，いずれの水路でも

近年において再生産があったことを示す稚貝の生息は

確認できなかった。このことから，稚貝として宿主か

ら離脱した後の定着に必要な生息環境の条件が揃って

いないことが，稚貝が確認されない原因の 1 つである

と考えられる。 

今後も，過去に生息記録のある県内のさまざまな水

路において継続的に調査を実施し，二枚貝の生息の有

無，稚貝の生息環境特性や宿主の生息状況を把握して

いく必要がある。 
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（指導環境室） 

表 2 二枚貝生息水路で確認された魚類の構成割合 
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